




























































































































































































































































































































































けぼの』もまた、『ハーパーズ・ヤング・ピープル Harper's Young People』などのアメ
リカの子ども向け雑誌の記事を翻訳・掲載することがあった。しかし、『ちゑのあけ
ぼの』では日本と西洋が対比されながら見習うべき手本として極めて好意的に「西
洋」を参照したのとは対照的に、『少年園』では西洋の知識や文化の紹介をしながら
も、西洋に対する羨望というよりも、ときに敵対意識をもちつつ、大幅に加筆修正が
なされていた。すなわち、『少年園』は『セント・ニコラス』からコンセプトや編集
方針を学ぶために参照したというよりも、西洋の雑誌に掲載されている伝記や科学記
事に着目し、将来日本の礎となる子どもたちに西洋文化や新たな知識を提供するとと
もに、子どもたちに世界へ目を向けさせ、「国民」としての意識を引き出すことにも
つながっていたのであった。 
 
第５章までは草創期の子ども向け雑誌が「つくられる」過程と読者へ「届けられ
る」過程を中心に考察してきたが、第６章以降は、まず読書という行為自体の考え方
の変容をおさえた後に、読者が活字メディアをどのように読み、またどのように書き
・書かされてきたのかという「理解する」過程に焦点を当て、子どもの読書文化を複
合的に明らかにすることを目指した。 
第６章では、二宮金次郎の「負薪読書」イメージについて論じた。二宮金次郎は、
近代日本を代表する模範的人物のひとりであるが、数多くの偉人の中でも薪を背負い
ながら本を読む、「読書」のイメージが特に色濃い人物である。二宮金次郎の表象に
注目し、なぜ二宮金次郎が柴や薪を背負いながら読書する人物として描かれたのか、
またいつからその姿として描かれ、定着したのかその過程をたどることで、「読書」
観の変遷を追った。 
二宮金次郎は死後に書かれた伝記『報徳記』の出版後、１８９０年代以降教科書や
子ども向け読み物に登場するようになり、１９００年代初頭までには子どもたちが見
習うべき模範的人物として定着していたものとみられる。『報徳記』には挿絵がなか
ったものの、そこで示された金次郎のエピソードは、寺子屋教科書として用いられた
『童子教』『実語教』や幕府による庶民教化政策の一環として、「善行」により褒美
を受けた人々の記録をまとめた『孝義録』の内容と重なるものであった。さらに、
『実語教』のなかには、匿名の模範的人物が薪を背負いながら読書する姿がすでに描
かれており、明治以降も教科書や雑誌の中で、子どもを背負いながら読書する少女
や、牛をひきながら読書する少年の姿が理想的な子どもとして描かれてきた。つま
り、二宮金次郎が薪を背負いながら読書して歩く姿として定着したのは、この図像が
新たに作り上げられたというよりはむしろ、模範的な子どもを示す典型となっていた
図像を、二宮金次郎に適用することによって、生みだされたと考えられる。 
しかし、「読書」の位置づけは時代と共に変化した。薪を背負って読書する人物を
  
描いた『実語教』では、読書について「男女ともに読まずんばあるべからず」と一定
の価値は認められながらも、「家業を打ち捨て、書を読めとにはあらず」と、中心と
なるのは家業であり、読書はあくまで家業の暇に行うものとされた。しかし、明治期
に入ってからは、子守や薪拾いをしながらも同時に怠らず読書することが推奨され
た。それは個人の立身出世の手段として、同時に富国につながるものとして「読書」
が重視されたからであった。薪を背負いながら読書して歩く二宮金次郎の姿は、エリ
ートコースにのることができず進学できなかった人々にとっても、独学することで富
が得られる、成功できるという希望を見出すことができるものであった。 
 
第７章では改めて『少年園』の読者とその実態について検討した。これまで、例え
ば『頴才新誌』の作文などの読者投稿からジェンダー規範の生成を明らかにした研究
や、『少年世界』における投稿文の文体の変容に着目し、少年概念の内実の一端を明
らかにした研究など、投稿欄を用いた優れた研究が多様に展開されてきた。 しかし、
実際の読者がこのような雑誌をどう読み、何を考えたかということについて投書を扱
う際には注意が必要である。こうした雑誌に掲載された投稿文は編集側の理想像に同
調するようなものが中心に選ばれた可能性もあれば、時に編集者による修正を加えた
上で掲載される場合もあった。また、多くの読者の中で、雑誌に投稿してくるのは限
られた能動的な読者に限られるため、雑誌の投稿欄はあくまで雑誌の表現の一部とし
て捉えることの重要性が指摘されている。中川裕美がいうように、「読者投稿欄から
読み解ける「読者像」は、研究者が望むような「フラットな読者像」ではあり得ず、
読者投稿欄からのみの読者像の把握は極めて難しい」のである。 
したがって、それぞれの読者の読書実践のあり方をより具体的に描き出すために
は、雑誌に掲載された文章や挿絵から読み取れる情報のみではなく、読者や雑誌関係
者の回想や日記など、別の資料を併せて参照することが不可欠である。 
中川はこうした問題の克服のために、関係者からの直接聞き取りなどのフィールド
調査や、「当時を知る者の手記、日記、回顧録、手紙、小説、インタビュー記事など
の分析」などの資料を調査することを提案しているが、雑誌がどのように読まれたか
を考察するための資料として、第７章では雑誌本体に残された書き入れを、第」８章
では少年の日記を用いる。 
近年様々な雑誌が復刻され、また史料保護の観点などから原資料を閲覧する機会は
限定されている。しかし、復刻版は複数の原資料から現存状態の良い誌面を選んで構
成されるため、雑誌本体に残された読書の跡は、多くの場合そこでは捨象されること
になる。現在、書籍や雑誌への書き込みをすることは、図書館等の蔵書に対してはも
ちろん禁止されており、また自身の所蔵するものを対象としたものであっても、価値
を下げるものとして忌避される傾向にある。 
しかし主に明治初期まで流通した和本では、校合や朱引き、注釈などの書き入れは
  
後の読者の理解を助けるものとして価値あるものと考えられた。こうした和本への書
き入れから、その書物の理解の過程や当時の学習様態を明らかにする研究もなされて
いる。また洋本についても、ルネサンス期を中心に、読者による書き入れが、初期の
読者のテクストへの反応やテクストの向き合い方を解明する読書史の貴重な史料とし
て位置づけられ、解釈などの書き入れのほか、下線を含む様々なマーキング部分の分
析がすすめられている。第７章では、これらの研究の手法を参照し、『少年園』に残
された書き入れを収集・分析した。 
雑誌が同時代性の強いメディアであることを踏まえると、和本やルネサンス期の書
物の書き入れに見出されるような次の時代の読者へ読み継ぐという意識は、これらの
資料からは期待できない。しかし、明治期の雑誌の場合には、回し読みが行われた
り、地域ごとの読書会が組織されたりしていたことを考えると、同時代の自分以外の
読者を意識した書き入れを発掘しうることも想定できる。 
雑誌に見出される書き入れの種類は多種多様であり、特に子ども向け雑誌は年少者
が読んだものであるがゆえに、内容とはまったく関係のない落書きや手習いのような
ものなども多く含まれる。一方で、数が多いとは言えないものの、署名や蔵書印など
の持ち主の手がかりとなるようなものや、線引きや記号、誤字の修正、感想などの積
極的な読書反応の記録も存在する。そして、これらの記録は個々の読者が雑誌にどう
向き合い、どう読んだのかを編集というフィルターを介すことなくそのままの状態で
伝えるものとして貴重である。ただ、こうした書き入れを用いた研究にはすでに指摘
があるように、偶然性に頼らざるを得ず、出所が限られるという点に弱点がある。こ
うした弱点を踏まえ、可能な限り体系的に調査を行うことを目的に、原資料が複数保
存されている公的機関に所蔵される『少年園』のすべての冊子について調査を行っ
た。 
読者による書き入れは巻頭論説をはじめとした立身出世譚に比較的多くみられ、記
事に同調し、自分を鼓舞するような書き入れが多くみられた。例えば、商業学校から
大臣が出たという記事には「「豈堀越ノミナランヤ。我校ヨリ超進スル人ハ誰ナラン
ヤ」との書き入れがなされ、イギリス人が雪中登山をしたという記事には「白皙人種
ノ忍耐感ズルニ余リアリ神州男子タル者ハ宜シク此精神ヲ鼓舞スベシ」との書き入れ
がなされた。ほかには「此書須青年子弟可読者也読知趣味夫所得少乎」と、自分以外
の他者、とくに年少者に向けて『少年園』の読書をすすめる書き入れもみられた。ま
た記事によっては子どもに不適切と批判する書き入れも存在した。こうした書き入れ
からは、自分が深く理解するためだけではなく、読むべき記事を際立たせ、読むべき
でない記事を排除する効果もまた生み出されていた。 
当時流行した読書法として、読んだ本を忘れないため「全文の綱領たる部分、亦は
記憶を要すべき必要と思意する箇所に、○印△印或は引線を」施したり、「先づ批評
を加えたり線を引いたりして置きましたならば、それが幾らか抄録に代る」と、符号
  
をつけたり批評を加えることが推奨されていた。『少年園』に残された書き入れは、
まさにこうした読書法にもとづいてなされていたのであり、『少年園』が書籍と同
様、精読の対象であったことが明らかになった。 
 
第８章では、明治期の子ども読者にとって、雑誌を読むことは生活のなかでどのよ
うな位置づけにあったのか、また彼らが読むことと書くことをどのようにむすびつけ
ていたのかについて、１０歳の少年の『日誌』をもとに分析した。 
まず日記が学校教育において教材として定着していく過程について考察した。日記
は毎日身近なことを書くものであることから、作文の訓練になるという価値がまず見
出され、続いて家庭教育も学校教育を補完するよう行われるべきという論調の高まり
を背景に、生徒の家庭での様子を学校が監視するためのツールとしての役割もまた見
出されていった。一方、子ども向けの雑誌の中では、日記が自己の修養の手段として
も扱われ、日記文の雑誌への投稿も増えたが、日清戦争の時期には従軍日記の出版
や、戦争を記憶することの重要性も論じられるようになり、国家的観念を養成する手
段としても日記が扱われることになった。日記には例文が用意されるだけでなく教員
によって点検を受ける対象ともなり、自由な記述が許される場ではなく子どもとして
あるべき自分を書く場としても機能した。 
日記の例文では、しばしば読んだ雑誌について書かれるが、本論文で扱った『日
誌』でも『風俗画報』や『少年世界』といった雑誌を読んだ記録が残されており、さ
らにその読み方について教員からの指導が入っていた。また雑誌の投稿文を参照しな
がら自分の作文を作っていた様子も明らかになった。こうした例からは、家庭での読
書にも学校の管理が及んでいたこと、雑誌を読むことは日常的な営みであると同時
に、書くことの動機付けにもなっていた様子がうかがえた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、近代日本における児童雑誌の成立過程と、そうした雑誌を主要な手がか
りにして、明治期の子ども読書文化のありようを、それぞれ究明したものである。 
 「児童雑誌」とは、子どもの精神的成長を目的に大人が編集し、読み物・挿絵・ク
イズ・投書などからなるものと定義されるが、こうした雑誌を資料にする研究の蓄積
は分厚い。しかしそのほとんどが、雑誌中から芸術性や創造性の豊かな読み物を選び
出し、それらを分析する児童文学研究であり、そこでは原作が重視され、翻訳物が俎
上に載ることはない。近年になって増えている児童雑誌研究も、「少年」や「少女」
というカテゴリの誕生を論じる社会史研究である。本論文は、それらと一線を画し、
雑誌の制作・編集・流通・販売・受容の実態と意義の解明を課題とするメディア論研
究であることを最大の特徴とする。そして論者は、児童文学研究と社会史研究のこれ
までの成果も取り入れながら、明治期の児童雑誌の諸相を総合的に描こうとする。 
 論者が第一に着目する雑誌は、従来の研究が児童雑誌草創期のものとしてもっぱら
重視してきた『少年園』（１８８８年創刊）ではなく、それに先だつ１８７６年に刊
行が始まった『よろこばしきおとづれ』（１８８２年『喜の音』に改題）である。先
行研究がこの雑誌を等閑視してきたのは、『少年園』と異なり、読み物が翻訳作品だ
ったからであると、論者は指摘する。近代日本における児童雑誌の成立過程を跡づけ
るためには、最初期に刊行されていたこの雑誌を見過ごしてはいけないという論者の
主張には、頷けるところが多い。 
 『よろこばしきおとづれ』は、日本におけるキリスト教伝道のための雑誌であり、
資金はアメリカの外国日曜学校協会が提供し、無料で配布されていた。論者は、アメ
リカで出版されていた日曜学校用の読み物とキリスト教新聞・雑誌、および、日本に
先だって中国で伝道用に制作されていた同種の雑誌『小孩月報』と、他方『よろこば
しきおとづれ』とを、文章だけでなく挿絵も対照させ、後者の誌面が、前者雑誌群か
らの翻訳、およびキリスト教信仰を強調する加筆でもって構成されていたことを解明
した。こうした手間のかかる誌面対照により、近代日本における児童雑誌の成立過程
において、キリスト教ネットワークが大きく寄与していたことが明らかになった。太
平洋だけでなく、東シナ海を渡るネットワークにも支えられて日本で児童雑誌が誕生
した経緯が解明できたことは、グローバルな視点をもつ論者ゆえの成果である。 
 つぎに論者は、キリスト教ネットワークが日本における児童雑誌のその後の展開に
与りつつも、児童雑誌にあらたな変容が生じたことを、『ちゑのあけぼの』（１８８
６年創刊）を分析することで論証する。この雑誌の編集者は全員が日本人キリスト教
徒であり、読み物の多くも、『喜の音』と、日本最初のキリスト教定期刊行物『七一
雑報』からの、一部改変による転載で、しかも翻訳物でほぼ占められていた。しかし
『ちゑのあけぼの』は、『よろこばしきおとづれ』（『喜の音』）とちがい有料販売
で、しかもキリスト教団体からの資金援助を受けなかったことを、論者は外国日曜学
  
校協会と在日教会の会計簿から突き止めた。さらに、『喜の音』と『七一雑報』から
の転載にあたりキリスト教色を薄める改変がおこなわれたことも解明した。つまり、
キリスト教ネットワークを利用して誕生した日本における児童雑誌は、それと絶縁す
ることはないものの、伝道目的でない一般雑誌へと変容したことが明らかにされたの
である。先行研究が重視する児童雑誌『少年園』に先だつ２年前のことであり、論者
によるこの指摘は、これまでの研究史に対して書き換えをせまるものである。 
 ついで論者は、明治期の子ども読書文化について論を進める。使用される資料は、
二宮金次郎（尊徳）の「負薪読書」に関わる文献と、『少年園』紙面に残された読者
の書き入れ、そして、高等小学校生徒が担任教員と交わした日誌の三種類である。 
 近代日本において偉人とされた二宮は、薪を背負いながら本を読む姿で現在も多く
の日本人によって記憶されている。この姿に着目した論者は、二宮の最初の伝記『報
徳記』（１８５６年脱稿）をはじめ、江戸期から明治期にいたる新聞・雑誌のなかで
表された「負薪読書」関連の文章と図版を網羅的に検討し、江戸期はもっぱら親孝行
を勧めるものであった「負薪読書」が、明治に入り、もっぱら読書を勧めるものへと
読み換えられたことを解明した。そして、こうした読み換えの背後に、読書を通じた
勉学が個人と家に富という成功をもたらし、さらにそれが国富へとつながるという立
身出世主義が明治期に広がっていたことを、児童雑誌の投稿欄に寄せられた子どもた
ちの声を拾うことで指摘する。資料に裏付けられた説得的な議論だと評価できる。 
 ただし、投稿文が子どもたちの肉声であることは、かならずしも保証されていな
い。投稿文は編集側の理想像に合致するものが選ばれるからである。さらに、編集側
が修整をくわえる場合もある。論者は、こうした実態を熟知しており、雑誌紙面に残
された読者の書き入れという、より肉声に近い資料も検討する。現時点で、書き入れ
がある『少年園』を所蔵している機関は４件あり、論者はそのすべてで調査を行っ
た。そして、読者による書き入れは、巻頭論説をはじめとした立身出世譚に多くみら
れることを検証した。これも、丹念な調査による重要な成果だと評価できる。 
 論者は最後に、１０歳の男児が１８９６年から約１年半にわたって担任と交わした
日誌を検討する。そこには、男児が児童雑誌を読んでいたことと、担任による読書指
導メモが記されており、雑誌を読むことが日常的な営みであると同時に、家庭での読
書に学校の管理が及んでいたという、当時の読書文化の一端を論者は具体的に明らか
にした。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。２０１９年２月１５日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
